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はじめに  
   地震波の減衰の要因には内部減衰と散乱減衰とがある。前者は⾮非弾性構造により波動
エネルギーが摩擦などによって熱エネルギーに転化する現象であり、後者は地震波速度度
や密度度のランダムな不不均質構造により地震波が散乱する現象である。地震活動や⽕火⼭山の
影響が予測される地殻においては、内部減衰と散乱減衰の両者を分離離推定することが重
要である。  
  
九州地⽅方の地震活動と⽕火⼭山  
   九州地⽅方の内陸陸地殻で発⽣生する地震は，別府島原地溝帯とその他いくつかの断層帯に
活動が集中している。また、地震発⽣生層は別府島原地溝帯に沿って、東側では浅く⻄西側
では深くなっていることがわかっている。このように空間的に⾮非⼀一様な内陸陸地震活動は，
地殻の物性の不不均質や歪・応⼒力力場の不不均質に起因していると考えられる。また、九州地
⽅方には多数の活⽕火⼭山が存在しており、これらが地殻の⾮非弾性や不不均質性を変化させてい
ると予測される。  
   九州地⽅方における地震波減衰に関するこれまでの研究では、特に第四紀⽕火⼭山周辺で散
乱減衰を⽣生む地殻の短波⻑⾧長不不均質が強い[Takahashi  et  al.,  2013]、また、内部減衰と
散乱減衰のいずれも強い   [Carcole  and  Sato,  2010]  との報告がある。  
   本研究では、別府島原地溝帯における地震発⽣生層下限の深さ変化と地震波減衰（内部
減衰および散乱減衰）の関係に焦点をあて、先⾏行行研究より詳細な減衰構造の推定を⽬目指
す。  
  
MLTW法  
   本研究では、内部減衰と散乱減衰とを分離離し定量量的に推定する⼿手法として Multiple  
Lapse  Time  Window  (MLTW)法を⽤用いる。輻輻射伝達理理論論に基づくMLTW法は、地震
波エネルギーへの内部減衰と散乱減衰の相対的な寄与が経過時間とともに変化するこ
とを利利⽤用し、複数の時間ウィンドウにおけるエネルギー密度度の積分を観測点ごとに求め、
その空間変化から内部減衰と散乱係数とを同時推定する⼿手法である[Hoshiba,   1993;  
Carcolé  and  Sato,  2010]  。  
     
予察的解析結果  
   Hi-‐‑‒net の波形データにMLTW法を適⽤用し、観測点ごとのエネルギー密度度の時空間分
布を推定した。その結果、活⽕火⼭山周辺の観測点では、それ以外の観測点とは異異なる傾向
が認められる。また地震活動が活発な地域周辺の観測点とそれ以外の観測点との違いは
顕著ではない。  
  



今後の予定  
   今後は、京都⼤大学および九州⼤大学のローカルな地震観測網のデータを使⽤用し空間分解
能を上げる。また、輻輻射伝達理理論論の近似的解析解[Paasschens,  1997]、またはモンテ
カルロシミュレーション[Yoshimoto,   2000]によって、観測されたエネルギー密度度の
時空間分布を評価し、観測に最も合う内部減衰と散乱係数の空間分布を推定する。  
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